
編
さ
ん
を
終
え
て

続
巻
発
刊
の
経
緯

平
成
二
年
(一
九
九〇
年)
は、
滝
川
市
開
基
一〇
〇
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
に
あ
た
る。
市
で
は、
滝
川
二
世
紀
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
事

業
を
市
民
総
参
加
のも
と
に
計
画、
実
施
す
る
た
め
に
昭
和
六
十
年
(一
九
八
五
年)
七
月
一
日、
市
民
各
層
代
表
一〇
〇
人
か
ら
な
る
滝
川
市
開
基
一〇
〇
年
記
念
事
業
企
画
推
進

会
議
(
通
称
一〇
〇
人
委
員
会)
を
組
織
し、
以
来
全
市
的
な
規
模
で
着
と々
事
業
を
推
進
し
て
き
た。

こ
の
記
念
事
業
に
寄
せ
る
市
民
の
熱
意
は
高
く
、
市
内
外
から
の
浄
財
は
当
初
想
定
し
た
額
の
約
二
倍、
お
よ
そ
二
億
二
千
万
円
に
達
し
、
後
世
に
遺
る
各
種
記
念
事
業
は
順
調

に
進
捗
し
、
平
成
二
年
七
月
一
日
の
記
念
式
等
も
滞
り
な
く
感
激
と
大
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た。
こ
れ
ら
一
連
の
記
念
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
巻
第
十
三
編
「付
・
二
」
に

特
集
し
て
い
る
。

こ
の
続
巻
の
発
刊
も
一
〇
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で、
昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日、
市
は
開
基
一〇
〇
年
記
念
事
業
実
施
本
部
事
務
局
を
総
合
福

祉
セン
ター
内
に
設
置
し
、
事
務
局
長
に
は
前
学
校
教
育
部
長
の
藤
原
廣
光
(市
史
上・
下
巻
執
筆
者)
を
発
令、
市
史
編
集
担
当
者
と
し
て
前
滝
川
第
一
小
学
校
長
の
藤
井
直
衛
を

嘱
託
と
し
て
採
用
し
、
こ
こ
に
市
史
続
巻
編
集
の
作
業
が
開
始
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

編
集
にと
り
か
か
る
前
に
吉
岡
市
長
か
ら
「
現
在
あ
る
滝
川
市
史
上
・
下
巻
は
昭
和
五
十
六
年
に
発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
で、
今
回
全
面
改
訂
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
思
う
。

従
っ
て
今
度
の
内
容
は
開
基
一〇
〇
年
記
念
と
し
て、
前
回
発
行
以
降、
記
念
の
年
ま
で
の
史
実
を
追
加
集
録
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ、

こ
の
基
本
的
な
意
向
に
添
っ
て
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

編
集
組
織
と
し
て、
事
業
実
施
本
部
に
「市
史
担
当
班」
を
設
置
し
、
資
料
や
写
真
収
集
等
の
業
務
を
担
当
し
、
内
容
の
批
正、
原
稿
校
正
、
編
集
等
に
つ
い
て
は、
岡
田
秀
夫

助
役
を
委
員
長
と
す
る
「市
史
編
集
会
議
」
を
設
け
て
業
務
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
編
集
要
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

一、
名
称
は
「
滝
川
市
史
続
巻
」
と
し、
そ
の
内
容
は
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
年
十
二
月
ま
で
の
史
実
を
登
載
す
る
。

二、
続
巻
と
い
う
こ
と
で、
編
さ
ん
方
針
は
現
市
史
上
・
下
巻
に
準
ず
る
が、
補
遺
版
と
し
て
の
性
格も
あ
わ
せ
て、
現
市
史
の
記
述
中
脱
落
ま
た
は
誤
り
の
あ
る
内
容
に
つ
い
て

は
補
足
・
修
正
を
す
る
。

た
、
必
要
の
場
合
は
章
・
節
を
新
設
し
て
記
述
す
る
。

三、
編
・
章
・
節
の
名
称
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
活
か
し、
今
回
記
述
し
て
い
な
い
編
・
章
の
名
称
も
本
巻
の
目
次
に
含
め
て
上
・
下
巻
と
の
関
連
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま

四、
年
表
は、
従
来
の
年
表
を
加
除、
修
正
し
て、
平
成
二
年
十二
月
末
ま
で
の
事
項
を
全
部
掲
載
す
る
。

五
、
開
基
一〇
〇
年
記
念
事
業
関
係
分
を
特
集
し
て、
平
成
三
年
三
月
末
を
目
途
と
し
て
発
刊
す
る
、



六、
写
真
は
上
・
下
巻
と
の
重
複
を
避
け
る
。

七、
そ
の
他
、
記
載
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
上
・
下
巻
に
準
ず
る
。

編
集
業
務
の
推
進

以
上
の
編
集
要
項
に
よ
り
執
筆
作
業
に
入
った
の
で
あ
る
が、
執
筆
上
特
に
苦
労
し
た
の
は
上
・
下
巻
と
の
関
連
性
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は、
本
巻
に
昭
和
五
十
四
年
度
以
降
の
こ
と
だ
け
記
述
し
た
の
で
は
以
前
と
の
関
連
が
十
分
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
し、
反
面、
前
の
こと
を
詳
述
す
れ
ば
続
巻
の
性

格
が
う
す
れ
る
し、
そ
のう
え
紙
面
の
制
約
等
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
か
ね
あ
い
を
計
る
こ
と
に
腐
心
し
た
の
で
あ
る
。

結
局、
上
・
下
巻
を
持
た
な
い
人
の
た
め
に
も
、
上
・
下
巻
と
の
関
連
性
が
あ
る
程
度
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
「
つ
な
ぎ
」
の
文
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
落
着
い
た。
本

巻
のよ
う
な
形
式
の
市
町
村
史
は
全
道
的
に
も
見
当
ら
ず
(豊
頃
町
史
追
補
版
に
一
例
ある
が
内
容
的
に
は
異
な
る)
全
く
新
し
い
試
み
な
の
で、
出
来
上
が
り
に
一抹
の
不
安
を
覚
え
な

が
ら
作
業
を
進
め
た
。

当
初
は、
藤
井
編
集
員
一
人
で
執
筆
し
て
い
た
が、
平
成
元
年
七
月
一
日
か
ら
椿
谷
年
夫
編
集
員
(元、

市
立
西
小
学
校
教頭
を
勤
め、
平
成元
年三
月
末
に
砂
川
中
学
校
長
を
退
職)

が
配
置
さ
れ
て二
人
体
制
と
な
り、
以
来
急
速
に
執
筆、
編
集
業
務
は
進
捗し
た
。

こ
の
間
に
お
い
て、
藤
原
事
務
局
長
が
平
成
元
年
一
月
末
に
退
職
し、
三月
ま
で
は、
梅
津
進
総
務
部
長
が
兼
任
し
た。
同
年二
月
か
ら
岸
照
夫
主
査
が
事
務
局
入
り、
同
じ
く

四
月
一
日
か
ら
屋
敷
悟
事
務
局
長
が
就
任、
平
成
二
年
一
月
に
は
竹
谷
和
徳
主
事
も
事
務
局
員
と
な
っ
た。
ま
た、
昭
和
六
十三
年
四
月
か
ら
清
水
昌
子、
平
成
元
年
七
月
に
は
橋

場
由
里
子
の
臨
時
職
員
も
配
置
さ
れ、

一〇
〇
年
事
務
局
体
制
は
強
化
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
ら
の
事
務
局
員
は、
記
念
大
事
業
推
進
の
た
め
に
連
日
激
務
に
追
わ
れ
て
い
た
中
に
あ

って
、
こ
の
市
史
編
集
業
務
に
つ
い
ても
力
を
注
ぎ
、
取
材
・
資
料
収
集
等
に
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は、
ま
こと
に
心
強
い
限
り
で
あ
っ
た
。

ま
た、
多
忙
な
本
務
の
か
た
わ
ら
資
料
収
集
に
献
身
的
に
活
躍
い
た
だ
い
た
川
井
彰
三
、
池
田
幾
夫
の
両
氏、
写
真
撮
影
の
市
教
委
事
務
局、
市
立
図
書
館
の
担
当
班
の
諸
氏、

さ
ら
に
最
終
的
に
写
真
収
集
の
総
括
を
し
て
い
た
だ
い
た
狩
野
広
報
広
聴
係
長
な
ど
多
く
の
方
の々
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一方
、
編
集
や
原
稿
の
批
正、
校
正
な
ど
に
つ
い
て
は、
編
集
会
議
の
委
員
諸
氏
から
適
切
な
ご
指
導、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
特
に
面
倒
な
年
表
の
修
正
に
つ
い
て
は
郷
土
史

に
造
詣
の
深
い元
収
入
役
の
松
重
三
郎
氏
に
労
を
煩
わ
す
な
ど
数
多
く
の
方
の々
温
い
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に、
市
内
各
機
関、
団
体、
個
人
の
各
位
から
貴
重

な
資
料
を
快
く
ご
提
供
賜
わ
っ
た
こ
と
な
ど
発
刊
に
際
し
て
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

執
筆
分
担

う
ら
、
文
化
財
と
史
跡、
付
・
一
「
昭
和
か
ら
平
成
へ」、

巻
末
の
年
表
を
担
当
し
た
。

藤
井
編
集
員
は
第
二
編
から
第
七
編
全
部
(第
一
編と、

第三
編
は
今
回
記
述
せず
)
と
、
第
八
編
の
農
業、
第
十
一編
の
治
水、
第
十
二
編
全
部
と
、
第
十
三
編
の

椿
谷
編
集
員
は、
第
八
編
(農
業
を
除
く)、

第
九
編、
第
十
編、
第
十
一
編
(治
水
を
除く
)、
第
十
三
編
(文
化
財と
史
跡
を
除く)と

、
付
・
二
の
「二
世
紀
に
飛
躍
す
る
滝
川
」

(開
基
一〇
〇
年
記
念
事
業)
を
執
筆
し
た
。

世
界
の
大
勢
は
東
西
間
の
冷
戦
から
対
話、
協
調
の
平
和
路
線
を
辿
っ
て
は
い
る
が、
現
在、
中
東
湾
岸
に
危
険
な
問
題
を
抱
え
て
お
り、
余
断
を
許
さ
な
い

滝
川
の
十
年



情
勢
下
に
あ
る
。

日
本
国
内
は
好
況
下
に
あ
り
経
済
大
国
と
し
て
世
界
に
貢
献
の
度
合
を
高
め
て
い
る
が、
国
鉄
・
タバ
コ
・電
信
電
話
事
業
が
民
営
化
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た。

ま
た、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
に
は
昭
和
天
皇
が
崩
御、
皇
太
子
明
仁
親
王
が
践
祚
さ
れ、
翌
一
月
八
日
から
元
号
が
平
成
に
改
元
さ
れ
る
と
い
う
厳
粛
な
歴
史
的
転
換
の
場
面

も
迎
え
て
い
る
。

わ
が
街、
滝
川
市
十
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
六
年
に
滝
川
市
と
江
部
乙
町
が
合
併し
て
新
滝
川
市
と
し
て
発
足
以
来、
吉
岡
市
長
が
五
期
十
九
年
余
に
わ
た
っ

て
市
政
の
舵
取
り
を
果
た
し
、
市
勢
は
ゆ
る
ぎ
な
く
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

産
業
経
済
面
で
は
流
通
団
地
等
の
造
成
に
よる
各
種
企
業
が
進
出し
、
駅
前
再
開
発
を
中
核
と
す
る
商
工
業
の
振
興、
農
業
開
発
公
社
設
立
を
軸
と
し
た
農
業
構
造
の
改
善
と
開

発
、
丸
加
高
原
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
事
業
な
ど
に
よ
る
街
の
活
性
化
が
著
し
い。
教
育
文
化
で
は、
昭
和
五
十
七
年
の
國
學
院
女
子
短
期
大
学
開
学
を
は
じ
め
と
し
て、
市
立
学
校
の

不
燃
化
達
成、
児
童
館、
公
民
館、
美
術
自
然
史
館、
川
の
科
学
館、
こ
ど
も
科
学
館
な
ど
の
新
設
が
相
次
ぎ、
航
空
科
学
館と
と
も
に
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
基
地
づ
く

り、
一〇
〇
年
記
念
塔
を
擁
す
る
北
電
公
園
や
水
上
公
園
な
ど
多
く
の
公
園
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

生
活
環
境
の
向
上
で
は、
近
代
的
な
ご
み
処
理
施
設
の
新
設、
上
・
下
水
道
施
設
の
拡
充、
保
健
セン
ター
新
設、
流
雪
溝
の
一部
完
成
な
ど
都
市
機
能
が
飛
躍
的
に
整
備
さ
れ

て
い
る。
福
祉
の
充
実
で
は、
保
育
所
の
整
備、
身
障
者
福
祉
セン
ター
や
授
産
施
設
の
建
設、
老
人
福
祉
施
設
の
増
強
整
備
が
図
ら
れ、
最
近
で
は
デ
ィ
サー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

三
世
代
交
流
セン
ター
な
ど
幅
広
い
福
祉
面
の
充
実
が
あ
り、
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
平
成
元
年
四
月
一
日
に
は
「健
康
都
市
宣
言
」
を
行
った
。

ま
た、
広
域
行
政
面
で
も
消
防、
衛
生、
上
・
下
水
道
な
ど
で
関
係
自
治
体
の
中
核
と
し
て
実
績
を
あ
げ、
平
成
元
年
度
に
は
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏」
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
道
央
自
動
車
道
の
旭
川
ま
で
の
供
用
開
始
の
実
現
に
よ
り
、
道
央
経
済
圏
の
要
衝
と
し
て
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お、
栃
木
市
と
名
護
市
と
の
友
好
親
善
都
市
盟
約
締
結
を
はじ
め、
ア
メ
リ
カ・
ス
プリ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
や
ス
ウ
ェー
デ
ン
・
キ
ル
ナ市
と
の
国
際
間
の
友
好
親
善
も
深

め
ら
れ、
二
十
一
世
紀
に
飛
翔
す
る
基
盤
も
整
って
き
て
お
り、
情
報
化、
国
際
化
を
目
指
す
近
代
都
市
と
し
て
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
滝
川
二
世
紀
へ
の
街
づ
く
り
の
基
盤
は、
この
十
年
間
に
お
いて
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
して
開
基
一〇
〇
年
記
念
事業
が
見
事
に
開
花
し
た
と
も
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
さ
に、
滝
川
一
世
紀
の
末
尾
を
飾
る
こ
の
十
年
間
の
変
容
の
実
態
を、
今
回
の
続
巻
に正
し
く
記
述
し
得
た
かど
う
か、
充
実
し
た
内
容
の
上
・
下
巻
と
比
較
し
て
み
て
、
い

さ
さ
か心
も
と
な
い。
続
巻
の
呼
称
が
示
す
と
お
り、
い
つ
の
日
か
改
め
て
上
・
下
巻
も
含
め
た
新
し
い
滝
川
市
史
が
刊
行
さ
れ
る
こと
で
あ
ろ
う
が、
本
巻
の
不
備
や
誤
り
な
ど

に
つ
い
て
補
完
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
し
て
編
集
後
記
と
す
る
。

平
成
二
年
十
二
月

(藤
井
編
集
員
記
)
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史
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